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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の放送番組に係る複数の映像データを受信し、前記複数の映像データにもとづいた
複数の映像をマルチ画面表示させることが可能な映像制御装置であって、
　予め定められる複数のジャンルのそれぞれに対応する画質調整パラメータを示すテーブ
ルを参照し、マルチ画面表示される前記複数の映像のジャンルの組み合わせにもとづいて
、前記複数の映像間の画質の差異が小さくなるように、前記複数の映像のそれぞれの画質
を決定する画質決定手段と、
　前記画質決定手段で決定された画質の映像となるように、前記複数の映像データを変換
して出力する映像処理手段とを有し、
　マルチ画面表示されるサブ映像のジャンルに対応する画質調整パラメータは、マルチ画
面表示されるメイン映像のジャンルに応じて異なることを特徴とする映像制御装置。
【請求項２】
　前記画質調整パラメータは、映像の最大輝度及び最大コントラストの少なくともいずれ
かであり、
　マルチ画面表示されるメイン映像のジャンルに対応する画質調整パラメータは、該ジャ
ンルの映像が１画面表示される場合と同じ値であり、
　マルチ画面表示されるサブ映像のジャンルに対応する画質調整パラメータは、該ジャン
ルの映像が１画面表示される場合よりも小さい値であることを特徴とする請求項１に記載
の映像制御装置。
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【請求項３】
　前記画質決定手段は、マルチ画面表示されるメイン映像とサブ映像の表示面積比に関連
したゲインが与えられるように、前記メイン映像と前記サブ映像とのそれぞれの画質を決
定することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の映像制御装置。
【請求項４】
　前記予め定められる複数のジャンルは、映画、ドラマ、スポーツ、バラエティ、アニメ
のうちの少なくとも１つを含む請求項１から請求項３までのいずれか１項に記載の映像制
御装置。
【請求項５】
　前記複数の映像データに多重化された複数の音声データを入力して、選択的に音声出力
する音声制御手段を有し、
　前記音声制御手段により音声出力された音声データに対応する映像がメイン映像とされ
ることを特徴とする請求項１から請求項４までのいずれか１項に記載の映像制御装置。
【請求項６】
　複数の放送番組に係る複数の映像データを受信し、前記複数の映像データにもとづいた
複数の映像をマルチ画面表示させる映像制御方法であって、
　予め定められる複数のジャンルのそれぞれに対応する画質調整パラメータを示すテーブ
ルを参照し、マルチ画面表示される前記複数の映像のジャンルの組み合わせにもとづいて
、前記複数の映像間の画質の差異が小さくなるように、前記複数の映像のそれぞれの画質
を決定する画質決定ステップと、
　前記画質決定ステップで決定された画質の映像となるように、前記複数の映像データを
変換する映像処理ステップとを有し、
　マルチ画面表示されるサブ映像のジャンルに対応する画質調整パラメータは、マルチ画
面表示されるメイン映像のジャンルに応じて異なることを特徴とする映像制御方法。
【請求項７】
　前記画質調整パラメータは、映像の最大輝度及び最大コントラストの少なくともいずれ
かであり、
　マルチ画面表示されるメイン映像のジャンルに対応する画質調整パラメータは、該ジャ
ンルの映像が１画面表示される場合と同じ値であり、
　マルチ画面表示されるサブ映像のジャンルに対応する画質調整パラメータは、該ジャン
ルの映像が１画面表示される場合よりも小さい値であることを特徴とする請求項６に記載
の映像制御方法。
【請求項８】
　前記画質決定ステップは、マルチ画面表示されるメイン映像とサブ映像の表示面積比に
関連したゲインが与えられるように、前記メイン映像と前記サブ映像とのそれぞれの画質
を決定することを特徴とする請求項６又は請求項７に記載の映像制御方法。
【請求項９】
　前記予め定められる複数のジャンルは、映画、ドラマ、スポーツ、バラエティ、アニメ
のうちの少なくとも１つを含む請求項６から請求項８までのいずれか１項に記載の映像制
御方法。
【請求項１０】
　前記複数の映像データに多重化された複数の音声データを入力して、選択的に音声出力
する音声制御ステップを有し、
　前記音声制御ステップで音声出力された音声データに対応する映像がメイン映像とされ
ることを特徴とする請求項６から請求項９までのいずれか１項に記載の映像制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、同一画面上に複数の映像を表示させる映像制御装置及びその方法に関し、詳
しくは、映像情報に応じてそれぞれの映像の画質を決定して表示させる映像制御装置及び
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その方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、複数のテレビ番組の複数の映像を同一画面上で表示するテレビジョン受像機
が知られている。また、視聴者の好みを反映した画質に表示映像の画質を自動調整する画
質制御装置が知られている。
【０００３】
　下記特許文献１には、視聴者が視聴する番組の種別（受信中の番組名、番組のジャンル
、放送チャンネル及び放送時間帯）に応じて視聴者所望の画質設定状態に画質を自動的に
復元する画質制御装置が開示されている。また、下記特許文献２には、複数の小画面が同
一画面上に同時に表示されるような表示装置において、各小画面毎に独立に最適な画像制
御を自動的に行うことができるテレビジョン受像機が開示されている。
【特許文献１】特開２００２－１５８９４１号公報
【特許文献２】特開平０７－００７６８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来の映像制御装置では、同一画面上に表示される映像に対して、それぞれ独立に画質
調整がなされていたために以下のような問題があった。
【０００５】
　同一画面上で表示される映像の種別によっては、互いの映像が影響し合い視聴者にとっ
ては見ずらく感じられる場合があった。例えばメイン映像として映画系ジャンル、サブ映
像としてスポーツ系ジャンルの映像を表示した場合では、以下のような問題があった。一
般的には映画系ジャンルは低輝度、スポーツ系ジャンルは高輝度で画質調整されるため、
メイン映像とサブ映像の明るさの差異が大きく表示される。その結果、サブ映像の表示が
メイン映像に過度に影響し、メイン映像を主として視聴しているユーザにちらつき等の妨
害感を生じさせていた。
【０００６】
　本発明の目的は、上述の課題を解決し、同一の表示画面上で異なる種別の映像を表示し
た場合でも、ユーザにとってより好適な視聴環境となる画質に自動調整する映像制御装置
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の映像制御装置は、複数の放送番組に係る複数の映像データを受信し、前記複数
の映像データにもとづいた複数の映像をマルチ画面表示させることが可能な映像制御装置
であって、
　予め定められる複数のジャンルのそれぞれに対応する画質調整パラメータを示すテーブ
ルを参照し、マルチ画面表示される前記複数の映像のジャンルの組み合わせにもとづいて
、前記複数の映像間の画質の差異が小さくなるように、前記映像のそれぞれの画質を決定
する画質決定手段と、
　前記画質決定手段で決定された画質の映像となるように、前記映像データを変換して出
力する映像処理手段とを有し、
　マルチ画面表示されるサブ映像のジャンルに対応する画質調整パラメータは、マルチ画
面表示されるメイン映像のジャンルに応じて異なることを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の映像制御方法は、複数の放送番組に係る複数の映像データを受信し、前
記複数の映像データにもとづいた複数の映像をマルチ画面表示させる映像制御方法であっ
て、
　予め定められる複数のジャンルのそれぞれに対応する画質調整パラメータを示すテーブ
ルを参照し、マルチ画面表示される前記複数の映像のジャンルの組み合わせにもとづいて
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、前記複数の映像間の画質の差異が小さくなるように、前記映像のそれぞれの画質を決定
する画質決定ステップと、
　前記画質決定ステップで決定された画質の映像となるように、前記映像データを変換す
る映像処理ステップとを有し、
　マルチ画面表示されるサブ映像のジャンルに対応する画質調整パラメータは、マルチ画
面表示されるメイン映像のジャンルに応じて異なることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、映像ジャンル等の異なる種別の映像を同一画面上に表示した場合でも
、互いの映像が過度に影響し合うことが低減されるので、視聴者が感じる妨害感を低減す
ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態について説明する。
【実施例１】
【００１１】
　図１は、本発明の実施例１における映像制御装置１００の構成を示すブロック図である
。
【００１２】
　（映像制御装置のテレビ基本機能について）
　アンテナ１５１を介してデジタル放送信号が受信され、ユーザによるリモコン１５２の
操作により選択したチャンネルで放送される映像や、番組情報等が映像表示部１１１で表
示される。受信した複数チャンネルの番組が複数の映像ソースに対応し、また番組情報が
映像ソースの属性に係る映像情報に相当する。
【００１３】
　映像制御装置１００は、２つのテレビ放送受信チューナモジュール（チューナＡ１０１
、チューナＢ１０２）を有し、受信した放送番組映像を２つ同時に映像表示部１１１に表
示することができる。また音声は、スピーカ出力部１１２やヘッドフォン出力部１１３か
ら出力される。
【００１４】
　図２は、本発明の映像制御装置１００によって映像表示部１１１の表示画面上に２つの
映像を表示した場合の表示例である。表示画面２０１上には、ユーザが主として視聴して
いるメイン映像２０２とユーザが主として視聴していないサブ映像２０３とが互いに重な
らないように表示位置及び表示サイズが制御されて表示される。
【００１５】
　アンテナ１５１により受信した放送信号は、受信・分配部１０１によって分配され、チ
ューナＡ１０２、チューナＢ１０３に入力される。チューナＡ１０２、チューナＢ１０３
は、入力された信号に対し、復調、誤り訂正等の処理を行ない、トランスポートストリー
ム（ＴＳ）を形成し、データ分離部１０４に出力する。ＴＳには、複数のチャンネルに関
わる映像、音声、番組情報データが時分割多重されている。
【００１６】
　データ分離部１０４は、受光部１２０で受信したユーザのリモコン１５２操作による操
作情報に基づき、ＴＳからユーザ所望のチャンネルに関わる映像、音声、番組情報データ
の分離を行なう。番組情報には、番組名称、放送チャンネル、番組メディア識別情報、放
送時間情報、番組ジャンル情報等の番組の属性情報が含まれる。番組メディア識別情報と
は、映像と音声データがメインの「テレビ放送」であるのか、音声データがメインの「ラ
ジオ放送」であるのか、文字・図形データがメインの「データ放送」であるのかを識別す
る為の情報である。
【００１７】
　データ分離部１０４で分離した映像データは、映像デコード部１０５で、ＭＰＥＧ等の
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復号化処理を行なった後、映像処理部１０７に入力される。更に番組情報データは、シス
テムバス１２１を介し、システム制御部１１４に入力される。
【００１８】
　映像処理部１０７は、システム制御部１１４内の画質調整パラメータ決定部１１６が決
定する画質調整パラメータ情報に基づき、映像の画質、例えば輝度、コントラスト等が所
望の値となるように映像データを変換する。画質調整パラメータ決定部１１６における画
質調整パラメータの決定動作については、後述する。
【００１９】
　表示合成部１０８は、複数の映像データにもとづく映像を、表示位置やサイズを変更し
て、１画面に合成する。尚、映像の表示位置やサイズは、ユーザのリモコン１５２操作に
よる操作情報に基づき、システム制御部１１４内の映像調整部１１８によって決定する。
【００２０】
　表示制御部１０９は、表示合成部１０８からの映像データを映像表示部１１１の表示解
像度、表示色数、リフレッシュレートに適合した表示データに変換し、映像表示部へ出力
する。
【００２１】
　音声データは、音声デコード部１０６で復号化処理が行われ、音声制御部１１０を介し
て、スピーカ出力部１１２やヘッドフォン出力部１１３に送られ音声として出力される。
【００２２】
　音声制御部１１０は、複数の音声データの出力先やボリュームレベル等を変更する。尚
、音声データの出力先やボリュームレベルは、ユーザのリモコン１５２操作により、シス
テム制御部１１４内の音声調整部１１９によって決定される。
【００２３】
　（画質調整パラメータの決定動作について）
　次に、本発明の特徴である画質調整パラメータの決定動作について説明する。
【００２４】
　画質調整パラメータ決定部１１６は、映像表示部１１１で表示する映像に係る番組ジャ
ンル情報に基づき、輝度、コントラスト等の画質調整パラメータを決定する。複数映像を
同一画面上に表示する際に、各映像に係る番組ジャンル情報の組み合わせに基づいて、輝
度、コントラスト等の画質調整パラメータを決定するものである。以下では、映像表示部
１１１で２つの映像を表示する場合について、詳細に説明する。
【００２５】
　システム制御部１１４の番組情報解析部１１５は、データ分離部１０４から入力した番
組情報データから番組名称、番組メディア識別情報、放送時間情報、番組ジャンル情報等
の番組情報を抽出する。抽出した番組ジャンル情報は、画質調整パラメータ決定部１１６
に入力される。映像表示部１１１では２つの映像が表示されるので、各々の映像に係る２
つの番組ジャンル情報が入力される。
【００２６】
　画質調整パラメータ決定部１１６は、まず番組情報解析部１１５が抽出した番組ジャン
ル情報より番組ジャンルを判定する。番組ジャンルは、「映画」、「ドラマ」、「スポー
ツ」、「バラエティ」等である。
【００２７】
　システム制御部１１４の視聴優先度判定部１１７は、映像表示部１１１で表示される複
数の映像のうち、ユーザがどの映像をメイン映像として視聴しているかを示す視聴優先度
を判定する。判定方法としては、スピーカ出力部１１２から音声出力されている番組の映
像をメイン映像、他方をサブ映像とすることができる。メイン映像及びサブ映像は、ユー
ザのリモコン１５２操作によって選択される。視聴優先度の判定結果は、画質調整パラメ
ータ決定部１１６に送られる。
【００２８】
　画質調整パラメータ決定部１１６には、図３、図４に示される番組ジャンル毎に画質調
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整パラメータ（最大輝度、最大コントラスト）を割り当てたパラメータテーブルが予め格
納されている。図３は、映像表示部１１１に１つの映像を表示する場合、図４は、映像表
示部１１１に２つの映像を表示する場合のパラメータテーブルである。
【００２９】
　例えば、映像表示部１１１に１つの映像を表示する場合であって、映像の番組ジャンル
が映画であれば、図３のテーブルのｉｎｄｅｘ１を参照し、映像の最大輝度、コントラス
トが其々、２５０（ｃｄ／ｍ２）、４００：１となるよう映像処理部１０７で画質調整さ
れる。
【００３０】
　映像表示部１１１に２つの映像を表示する場合には、以下のようにパラメータテーブル
が設定される。即ち、異なる番組ジャンルの組み合わせに対しては、メイン映像とサブ映
像とが各々１つの映像として画面全体に表示された場合の画質調整パラメータに比べて、
メイン映像とサブ映像での画質調整パラメータの差異が、小さくなるように設定される。
但し、１画面表示時に比べて、２画面表示時に画質調整パラメータを強めることは視聴環
境上、好ましくない。
【００３１】
　従って、１つの番組ジャンルの映像に対して、２画面のサブ映像表示された時は、１画
面表示された時に比べて、画質調整パラメータを弱めることによって、メイン映像とサブ
映像との画質調整パラメータの差異を小さくすることができる。以下、図４を参照して、
メイン映像に映画、サブ映像にスポーツの番組ジャンルを有する映像を表示する場合を説
明する。
【００３２】
　画質調整パラメータ決定部１１６は、まずパラメータテーブルのｉｎｄｅｘ１０を参照
し、メイン映像の、最大輝度、コントラストを其々、２５０（ｃｄ／ｍ２）、４００：１
と決定する。次に画質調整パラメータ決定部１１６は、ｉｎｄｅｘ１３を参照し、サブ映
像の最大輝度、コントラストを其々、３００（ｃｄ／ｍ２）、５９０：１と決定する。（
映像の画質調整について）
　映像処理部１０７は、画質調整パラメータ決定部１１６が決定した画質調整パラメータ
に基づき、映像データの画質、例えば輝度、コントラスト等を調整する。
【００３３】
　図５にメイン映像の番組ジャンルが映画で、サブ映像の番組ジャンルがスポーツである
場合の輝度特性を示す。図５の（５Ａ）は、映像表示部１１１に番組ジャンルがスポーツ
の映像が１つのみ表示される場合の輝度特性を示す。（５Ｂ）は、メイン映像として番組
ジャンルが映画の映像、サブ映像として番組ジャンルがスポーツの映像が表示される場合
のサブ映像の輝度特性を示す。（５Ｃ）は、メイン映像として番組ジャンルが映画の映像
、サブ映像として番組ジャンルがスポーツの映像が表示される場合のメイン映像の輝度特
性を示す。尚、映像表示部１１１に番組ジャンルが映画の映像を１つのみ表示する場合も
、（５Ｃ）で示す輝度特性となる。即ち、輝度特性（５Ａ）と輝度特性（５Ｂ）の差異は
、２画面でのサブ映像表示時の方が１画面表示時よりも暗めに表示される事を意味する。
その結果、２画面表示時に（５Ａ）の特性による調整を行なうことと比較し、メイン映像
とサブ映像との輝度の差異を小さくする事が可能である。また、輝度同様、メイン映像と
サブ映像とのコントラスト比の差異も小さくする事が可能である。このように２つの映像
の画質を制御することにより、メイン映像とサブ映像の明るさの差異によって生じるちら
つきは、緩和される。
【実施例２】
【００３４】
　実施例２では、画質調整パラメータの決定動作において、メイン画像とサブ画像の画面
上での表示面積比率に基づき、サブ映像の画質調整パラメータ（最大輝度、コントラスト
）の値を可変させる。即ち、サブ映像の最大輝度、コントラストの値がメイン映像のそれ
らの値より大きくなる場合には、サブ映像とメイン映像の表示面積の比率をサブ映像の最
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大輝度、コントラストの値に乗じる。表示面積の比率は、映像調整部１１８から映像デー
タ毎のサイズ情報を取得し、算出する。
【００３５】
　図６に、サブ映像の表示面積がメイン映像の表示面積より小さく、表示比率が０．８の
場合の２画面表示のパラメータテーブルを示す。例えば、メイン画像の番組ジャンルがド
ラマで、サブ映像の番組ジャンルがスポーツの場合には、ｉｎｄｅｘ２３が選択される。
このときサブ映像の最大輝度は、図３で示される１画面表示時の最大輝度４３０（ｃｄ／
ｍ２）に０．８を乗じた３４４（ｃｄ／ｍ２）が設定される。
【００３６】
　本実施例によっても、メイン映像とサブ映像との輝度、コントラストの差異が小さくな
るので、ちらつき感が緩和される。
【実施例３】
【００３７】
　実施例３では、画質調整パラメータの決定動作において、番組ジャンル情報に加え、番
組メディア識別情報を用いる。
【００３８】
　図１で示されるシステム制御部１１４の画質調整パラメータ決定部１１６は、番組情報
解析部１１５が抽出した番組ジャンル情報と番組メディア識別情報に基づき、番組ジャン
ル情報の種別を判定する。
【００３９】
　番組メディア識別情報が「テレビ放送」の場合は、実施例１と同様の判定を行なう。
【００４０】
　番組メディア識別情報が「データ放送」の場合は、番組情報解析部１１５が抽出した番
組ジャンル情報に関わらず、「データ放送」という新たな番組ジャンル情報を生成し、そ
れを判定結果とする。
【００４１】
　また番組メディア識別情報が「ラジオ放送」の場合は、「ジャンル情報無し」という番
組ジャンル情報を生成し、それを判定結果とする。
【００４２】
　画質調整パラメータ決定部１１６は、番組ジャンル情報の組み合わせに基づいて決定さ
れた画質調整パラメータを、図７で示されるパラメータテーブルに格納する。
【実施例４】
【００４３】
　図８は、本発明の実施例４における映像処理装置９００の構成を示すブロック図である
。図１と同じ符番のブロックは、同じ機能を有する。
【００４４】
　映像処理装置９００は、テレビ放送の受信以外に、ゲーム機やビデオ機器等の外部接続
機器や、インターネットを介したビデオオンデマンドサービス（ＶＯＤ）サーバからの映
像・音声入力機能を有する。即ち、映像ソースは、テレビ放送番組、外部接続機器及びイ
ンターネットサーバである。
【００４５】
　映像・音声入力部Ａ９２２、映像・音声入力部Ｂ９２３は、２つの外部接続機器Ａ９５
３、外部接続機器Ｂ９５４とのデータ入力制御部である。入力した映像データは、映像処
理部９０７、表示合成部１０８を介して映像表示部１１１に送られ、映像が表示される。
尚、本実施例において、映像・音声入力部Ｂ９２３は、ゲーム機を接続することを想定し
たデータ入力制御部としている。インターネット接続制御部９５５は、インターネット９
５５上に存在する不図示のビデオオンデマンドサービス（ＶＯＤサービス）サーバからの
映像データや音声データ、ビデオ情報データを受信する。
【００４６】
　ユーザのリモコン９５２操作により、受信したテレビ放送のチャンネル選択や、外部接
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続機器Ａ９５３、外部接続機器Ｂ９５４、ＶＯＤサービスで提供されるビデオコンテンツ
の選択が行われる。
【００４７】
　番組情報解析部１１５は、番組データからの番組情報以外に、インターネット接続制御
部９２４から入力したビデオ情報データからビデオ名称、ビデオデータ配信元ＵＲＬ（Ｕ
ｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）、ビデオ利用可能時間情報、ビデオ
ジャンル情報等を抽出する。抽出したビデオジャンル情報は、画質調整パラメータ決定部
１１６に出力する。
【００４８】
　尚、番組ジャンル情報とビデオジャンル情報とを合わせて映像ジャンル情報と呼ぶ。
【００４９】
　画質調整パラメータ決定部１１６は、テレビ放送番組の番組ジャンル情報、ＶＯＤサー
ビスのビデオコンテンツに関するビデオジャンル情報、さらには映像・音声入力部Ａ９２
２、映像・音声入力部Ｂ９２３の選択状態にもとづいて、各表示映像のジャンルを判別す
る。
【００５０】
　テレビ放送番組やＶＯＤサービスのビデオコンテンツに関するジャンル情報に基づく、
ジャンル情報の種別の判定は、実施例１～３と同様の動作で行なう。
【００５１】
　映像表示部１１１に映像・音声入力部Ａ９２２からの映像表示を行なう場合、「ジャン
ル情報無し」というジャンル情報を生成し、それを判定結果とする。
【００５２】
　映像表示部１１１に映像・音声入力部Ｂ９２３からの映像表示を行なう場合、「ゲーム
」というジャンル情報を生成し、それを判定結果とする。
【００５３】
　画質調整パラメータ決定部１１６は、番組ジャンル情報の組み合わせに基づいて決定さ
れた画質調整パラメータを、図９で示されたパラメータテーブルに格納する。図７のテー
ブルと異なるのは、ｉｎｄｅｘ１７、ｉｎｄｅｘ２７、・・・、ｉｎｄｅｘ６７で示す「
ゲーム」というジャンルを追加した点である。画質調整パラメータ決定部１１６が、図９
のテーブルに記述するジャンル情報の組み合わせに基づき、映像毎の画質調整パラメータ
を決定する動作については、上記実施例４と同様である。
【００５４】
　（他の実施例）
　上記実施例では、画質調整の種別として、輝度、コントラストを例に挙げたが、彩度、
色温度等を加えて処理する構成としてもよい。
【００５５】
　上記実施例では、映像データの入力元としてアンテナを介し受信するテレビ放送を例に
挙げたが、ケーブルテレビ放送を受信し表示する場合にも適用できる。
【００５６】
　上記実施例では、映像表示部に２つの映像を表示する例を挙げたが、テレビ放送や外部
接続機器、ＶＯＤ等、映像・音声入力元を問わず、３映像以上を表示する場合にも適用で
きる。
【００５７】
　上記実施例では、番組ジャンル情報の組み合わせに基づき、映像毎の画質調整パラメー
タを決定する例を中心に説明を行なったが、本発明の実施形態は、ジャンル情報に限定さ
れない。例えば、図４や図６、図７で示したパラメータテーブルを拡張することもできる
。即ち、番組情報データに含まれる番組名称や放送チャンネル、ビデオ情報データに含ま
れるビデオ名称、ビデオデータ配信元ＵＲＬの組み合わせに基づき、画質調整パラメータ
を決定することもできる。
【図面の簡単な説明】
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【００５８】
【図１】本発明の映像制御装置の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の映像表示部の表示画面上に２つの映像を表示した場合の表示例を示す模
式図である。
【図３】本発明の１つの映像を表示する場合のパラメータテーブル例を示す表である。
【図４】本発明の、２つの映像を表示する場合のパラメータテーブル例を示す表である。
【図５】本発明の輝度特性を示すグラフである。
【図６】本発明の２つの映像を表示する場合の別のパラメータテーブル例を示す表である
。
【図７】本発明の２つの映像を表示する場合の別のパラメータテーブル例を示す表である
。
【図８】本発明の別の映像制御装置の構成を示すブロック図である。
【図９】本発明の２つの映像を表示する場合の別のパラメータテーブル例を示す表である
。
【符号の説明】
【００５９】
　１００　映像表示装置
　１０１　受信・分配部
　１０２　チューナＡ
　１０３　チューナＢ
　１０４　データ分離部
　１０５　映像デコード部
　１０６　音声デコード部
　１０７　映像処理部
　１０８　表示合成部
　１０９　表示制御部
　１１０　音声制御部
　１１１　映像表示部
　１１２　スピーカ出力部
　１１３　ヘッドフォン出力部
　１１４　システム制御部
　１１５　番組情報解析部
　１１６　画質調整パラメータ決定部
　１１７　視聴優先度決定部
　１１８　映像調整部
　１１９　音声調整部
　１２０　受光部
　１２１　システムバス
　１５２　リモコン
　９００　映像表示装置
　９２２　映像・音声入力部Ａ
　９２３　映像・音声入力部Ｂ
　９２４　インターネット接続制御部
　９５３　外部接続機器Ａ
　９５４　外部接続機器Ｂ
　９５５　インターネット
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